
鋳鉄くず
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合計

2016年11月の鉄スクラップ輸出の数量と金額（貿易統計より）

1t当たり
当月
数量 金額

2万8467円
4万511円
7万5276円
6万5417円
2万829円
2万2399円
2万1834円
2万2114円
3万9726円
38万103円

1t当たり
累計

786万780t
850t

13万8267t
2万8220t

2020t
114万3649t
366万8371t
49万2592t
238万6747t

64t

数量
2237億7455万円

3445万円
104億812万円
18億4608万円

4208万円
256億1636万円
800億9451万円
108億9321万円
948億1538万円

2437万円

金額
品名

3万1264円
5万4682円
6万9434円
8万3889円
2万500円
2万4307円
2万2497円
2万2767円
4万5091円
20万864円

62万5816t
22t

1万4284t
1674t
306t

9万7958t
27万7194t
3万4216t
20万135t

26t

195億6532万円
120万円

9億9177万円
1億4042万円

628万円
23億8108万円
62億3600万円
7億7901万円
90億2429万円

525万円

大韓民国
中華人民共和国
ベトナム
台湾
タイ

2万4255円
5万378円
2万1711円
2万1619円
2万4298円

26万1721t
18万2501t
9万3355t
7万3701t

7504t

国名

2016年11月の鉄スクラップ輸出先上位５カ国統計（貿易統計より）

63億4811万円
91億9399万円
20億2679万円
15億9333万円
1億8234万円

1t当たり 数量
当月

金額
2万3773円
5万198円
2万615円
2万1888円
2万6602円

312万6251t
167万1737t
181万6091t
81万1858t
5万4409t

743億2174万円
839億1729万円
374億3811万円
177億8031万円
14億4738万円

1t当たり 数量
累計

金額

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の

輸
出
に
関
し
て
は
、
使
用

済
み
鉛
蓄
電
池
や
雑
品
ス

ク
ラ
ッ
プ
の
適
正
な
管
理

の
た
め
の
対
策
を
講
じ

る
。
使
用
済
み
鉛
蓄
電
池

の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
向
け

輸
出
に
つ
い
て
は
、
韓
国

で
不
適
正
な
処
理
が
あ
っ

た
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、

輸
出
先
の
処
理
施
設
で
不

適
正
処
理
が
疑
わ
れ
る
場

合
に
審
査
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
す
で

に
輸
出
承
認
さ
れ
た
案
件

に
つ
い
て
も
、
バ
ー
ゼ
ル

条
約
上
の
権
限
の
あ
る
当

局
が
必
要
な
情
報
収
集
を

行
う
こ
と
で
迅
速
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
す
る
。
ま

た
、
輸
出
先
で
の
環
境
上

適
正
な
管
理
の
確
保
の
た

め
の
方
法
に
つ
い
て
、
環

境
大
臣
の
審
査
基
準
を
明

確
化
す
る
。

雑
品
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
関

し
て
は
、
廃
電
子
基
板
や

廃
電
池
な
ど
の
規
制
対
象

に
な
り
得
る
物
と
鉄
ス
ク

ラ
ッ
プ
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

片
な
ど
の
規
制
対
象
外
の

物
と
の
混
合
物
に
つ
い
て

の
該
当
性
を
明
確
化
し
、

短
時
間
で
該
非
判
断
を
行

え
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

分
か
り
や
す
い
基
準
を
整

備
す
る
。

ま
た
、
Ｅ
Ｕ
の
動
向
を

踏
ま
え
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟

国
向
け
の
ア
ン
バ
ー
リ
ス

ト
対
象
物
の
輸
出
手
続

き
を
簡
素
化
す
る
こ
と

や
、
廃
棄
物
処
理
法
と
バ

ー
ゼ
ル
法
の
二
重
手
続
き

を
改
善
す
る
こ
と
も
盛
り

込
ん
だ
。

日
本
へ
の
輸
入
に
関
し

て
は
、
環
境
汚
染
の
リ
ス

ク
が
低
い
特
定
有
害
廃
棄

物
等
の
輸
入
承
認
手
続
き

を
簡
素
化
し
、
国
内
の
処

理
施
設
の
競
争
力
を
高
め

る
。
廃
電
子
基
板
な
ど
の

グ
リ
ー
ン
リ
ス
ト
対
象
物

は
事
前
の
通
告
や
同
意
手

続
き
を
不
要
と
す
る
。
ア

ン
バ
ー
リ
ス
ト
対
象
物
の

輸
入
で
は
、
バ
ー
ゼ
ル
法

に
基
づ
く
外
為
法
の
輸
入

承
認
を
不
要
と
す
る
。

竹
下
産
業
（
東
京
・
足

立
、
竹
下
敏
史
社
長
、
�

０
３
・
３
８
８
７
・
１
７

６
１
）
は
新
た
に
、
専
用

バ
ー
コ
ー
ド
で
機
密
書
類

の
回
収
か
ら
処
理
ま
で
の

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
を
管

理
・
報
告
す
る
サ
ー
ビ
ス

「
Ｔ
―
Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
」
を
開

始
し
た
。
専
用
ボ
ッ
ク
ス

に
は
機
密
書
類
だ
け
で
な

く
、
Ｃ
Ｄ
や
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ

リ
な
ど
の
電
子
記
録
媒
体

を
投
入
で
き
る
窓
口
も
設

置
し
て
い
る
。
竹
下
社
長

は
、
「
パ
ソ
コ
ン
か
ら
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
エ
ン
ト
リ

ー
し
て
も
ら
う
だ
け
で
、

簡
単
に
依
頼
が
で
き
、
機

密
書
類
を
預
か
る
際
の
受

託
書
や
証
明
書
、
請
求
書

も
す
べ
て
メ
ー
ル
で
配
信

さ
れ
る
。
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

に
こ
だ
わ
っ
た
サ
ー
ビ
ス

で
あ
り
、
多
く
の
方
に
利

用
し
て
も
ら
い
た
い
」
と

述
べ
て
い
る
。

新
サ
ー
ビ
ス
「
Ｔ
―
Ｃ

Ｕ
Ｂ
Ｅ
」に
は
、施
錠
可
能

な
専
用
ボ
ッ
ク
ス
で
輸
送

時
の
情
報
漏
洩
リ
ス
ク
を

ゼ
ロ
に
し
た
「
Ｇ
ｕ
ａ
ｒ

ｄ
」、機
密
書
類
を
詰
め
た

段
ボ
ー
ル
一
箱
か
ら
即
日

処
理
す
る
「
Ｐ
ｒ
ｅ
ｍ
ｉ

ｕ
ｍ
」、毎
月
段
ボ
ー
ル
５

箱
以
上
を
排
出
す
る
大
口

顧
客
に
お
得
な
「
Ｒ
ｅ
ｇ

ｕ
ｌ
ａ
ｒ
」、一
般
向
け
の

廉
価
な
「
Ｂ
ａ
ｓ
ｉ
ｃ
」、

機
密
性
の
な
い
書
類
向
け

の
「
Ｎ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｌ
」、レ

タ
ー
パ
ッ
ク
や
ク
リ
ッ
ク

ポ
ス
ト
を
活
用
し
、
郵
送

費
の
負
担
だ
け
で
気
軽
に

利
用
で
き
る
個
人
向
け
の

無
料
サ
ー
ビ
ス
「
Ｐ
ｏ
ｓ

ｔ
」
と
い
う
六
つ
の
プ
ラ

ン
が
あ
る
。

顧
客
は
、
竹
下
産
業
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ

ス
し
、
利
用
し
た
い
サ
ー

ビ
ス
を
選
ん
で
エ
ン
ト
リ

ー
す
る
だ
け
で
発
注
で
き

る
。
料
金
は
、
専
用
ボ
ッ

ク
ス
を
利
用
す
る
サ
ー
ビ

ス
が
「
毎
月
定
額
制
の
ボ

ッ
ク
ス
利
用
費
＋
輸
送
費

＋
投
入
量
に
基
づ
く
処
分

費
」、バ
ー
コ
ー
ド
付
き
専

用
コ
ン
テ
ナ
を
通
い
箱
と

し
て
活
用
す
る
サ
ー
ビ
ス

な
ど
い
ず
れ
も
明
朗
な
料

金
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い

る
。
破
砕
に
よ
る
抹
消
処

理
が
完
了
し
た
後
、
担
当

者
の
パ
ソ
コ
ン
に
処
理
完

了
報
告
の
メ
ー
ル
が
配
信

さ
れ
る
。
新
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
は
、外
販
も
行
う
。

竹
下
産
業
は
、
古
紙
回

収
業
や
産
業
廃
棄
物
収
集

運
搬
業
、
一
般
廃
棄
物
収

集
運
搬
業
な
ど
を
手
掛
け

る
。近

年
、
機
密
情
報
抹
消

サ
ー
ビ
ス
に
特
化
し
て
お

り
、
昨
年
に
は
新
た
に
産

業
廃
棄
物
処
分
業
の
許
可

を
取
得
し
て
、
Ｃ
Ｄ
や
Ｄ

Ｖ
Ｄ
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
、
Ｈ
Ｄ
Ｄ
、

Ｓ
Ｓ
Ｄ
を
粉
砕
し
、
情
報

が
復
元
で
き
な
い
レ
ベ
ル

に
ま
で
粉
砕
す
る
設
備
を

導
入
し
た
。
粉
砕
物
は
リ

サ
イ
ク
ル
に
ま
わ
す
。
自

治
体
や
金
融
機
関
な
ど
の

大
手
企
業
か
ら
の
処
理
依

頼
も
増
え
て
い
る
。

環
境
省
は
昨
年
１２
月
１５

〜
１６
日
、
大
阪
市
内
の
会

場
で
循
環
型
社
会
形
成
推

進
研
究
発
表
会
を
開
催
し

た
。
２
日
間
の
日
程
で
、

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
研

究
発
表
を
実
施
。
環
境
省

の
環
境
研
究
総
合
推
進
費

（
資
源
循
環
領
域
）
で
実

施
さ
れ
た
各
研
究
事
業
の

成
果
を
公
開
し
た
。

同
補
助
金
事
業
は
、
研

究
開
発
に
よ
る
環
境
政
策

の
推
進
を
目
的
に
、
環
境

省
が
必
要
と
す
る
テ
ー
マ

に
対
し
て
産
学
官
民
の
研

究
者
か
ら
提
案
を
募
り
、

研
究
費
用
を
拠
出
す
る
も

の
。
そ
の
成
果
を
広
く
一

般
に
公
開
す
る
べ
く
、
発

表
会
を
開
催
し
て
い
る
。

１５
日
に
行
わ
れ
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
、
「
レ
ア
メ

タ
ル
等
の
有
用
金
属
資
源

の
再
資
源
化
」
を
テ
ー
マ

に
、
四
つ
の
講
演
と
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。
冒
頭
、
環
境
省

担
当
者
が
あ
い
さ
つ
に
立

ち
、
同
研
究
事
業
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

講
演
で
は
、
ま
ず
同
事

業
の
選
考
委
員
を
勤
め
る

大
阪
大
学
・
藤
田
正
憲
氏

が
登
壇
。
特
別
講
演
と
し

て
「
廃
棄
物
再
資
源
化
技

術
の
動
向
�
レ
ア
メ
タ
ル

等
有
用
金
属
か
ら
バ
イ
オ

マ
ス
ま
で
�」と
題
し
、
現

在
の
環
境
政
策
を
も
と

に
、
今
後
の
研
究
動
向
や

廃
棄
物
再
資
源
化
事
例
を

説
明
し
た
。
藤
田
氏
が
特

に
強
調
し
た
の
は
、
社
会

シ
ス
テ
ム
の
研
究
だ
。
単

に
再
資
源
化
技
術
を
開
発

す
る
だ
け
で
な
く
、
社
会

へ
の
実
装
を
意
識
し
た
研

究
が
重
要
に
な
っ
て
く
る

と
指
摘
。
併
せ
て
、
今
回

の
テ
ー
マ
で
あ
る
金
属
リ

サ
イ
ク
ル
を
は
じ
め
、
廃

プ
ラ
、
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど

の
先
進
事
例
を

紹
介
し
た
。

続
い
て
、
研

究
事
業
の
採
択

を
受
け
た
研
究

が
紹
介
さ
れ

た
。
は
じ
め
に

九
州
大
学
・
後

藤
雅
宏
氏
が

「
レ
ア
メ
タ
ル

高
度
分
離
の
た

め
の
新
規
抽
出

剤
の
開
発
と
高

効
率
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ロ
セ

ス
の
構
築
」
に
つ
い
て
紹

介
。
ア
ミ
ノ
酸
を
利
用
し

た
コ
ス
ト
性
に
優
れ
た
抽

出
剤
の
開
発
と
、
そ
の
効

果
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

次
に
、
北
九
州
市
立
大

学
・
吉
塚
和
治
氏
が
「
廃

ネ
オ
ジ
ム
磁
石
か
ら
の
レ

ア
ア
ー
ス
の
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ス
テ
ム
の
開
発
」
に
つ

い
て
紹
介
。
北
九
州
エ
コ

タ
ウ
ン
で
の
ロ
ー
カ
ル
リ

サ
イ
ク
ル
を
想
定
し
た
、

市
中
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
再
資

源
化
技
術
・
シ
ス
テ
ム
を

解
説
し
た
。

最
後
に
、
北
海
道
立
総

合
研
究
機
構
・
富
田
恵
一

氏
が
「
ホ
タ
テ
ガ
イ
中
腸

腺
を
用
い
た
廃
電
子
基
板

か
ら
の
貴
金
属
回
収
技
術

の
開
発
」
を
発
表
。
北
海

道
で
大
量
廃
棄
さ
れ
る
ホ

タ
テ
ガ
イ
の
中
腸
腺
が
カ

ド
ミ
ウ
ム
な
ど
を
濃
縮
す

る
こ
と
に
着
目
し
、
貴
金

属
を
選
択
的
に
回
収
可
能

な
吸
着
剤
の
開
発
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

専
用
ボ
ッ
ク
ス
に
は
重
要
書
類
と
電
子
記
録
媒
体
の

両
方
を
投
入
で
き
る

竹下産業
鉛鉛
蓄蓄
電電
池池
、、雑雑
品品
のの
輸輸
出出
でで
対対
策策

Ｐ
Ｃ
で
機
密
処
理
発
注
・
報
告

環
境
省
と
経
済
産
業
省
は
昨
年
１２
月
２６
日
、
特
定
有
害
廃
棄

物
等
の
輸
出
入
に
関
す
る
合
同
会
議
を
都
内
で
開
催
し
、
報
告

書
案
を
取
り
ま
と
め
た
。
見
直
し
の
方
向
性
と
し
て
、
環
境
汚

染
が
生
じ
る
リ
ス
ク
が
高
い
場
合
の
輸
出
に
つ
い
て
の
バ
ー
ゼ

ル
法
の
手
続
き
や
審
査
を
強
化
す
る
一
方
で
、
日
本
国
内
へ
の

輸
入
に
つ
い
て
は
、
手
続
き
の
緩
和
を
図
る
。

重
要
書
類
と
電
子
記
録
媒
体

バ
ー
ゼ
ル
法
の
見
直
し
案
ま
と
ま
る

ネ
ッ
ト
で
簡
単
、安
全
も
徹
底

輸
入
手
続
き
は
簡
素
化
へ

環
境
省

循環型社会形成に向け
公開シンポを開催

会
場
の
よ
う
す

２
０
１
６
年
１１
月
期
の

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
輸
出
量

は
、
６２
万
５
８
１
６
�
だ

っ
た
。
前
月
か
ら
９
万
６

２
３
９
�
増
（
１
１
８
・

２
％
）
で
、
前
年
同
月
比

は
４
万
１
５
８
６
�
増

（
１
０
７
・
１
％
）。先
月

に
引
き
続
き
国
内
需
給
が

タ
イ
ト
で
、
海
外
向
け
は

絞
ら
れ
た
。
そ
う
し
た
な

か
で
、
古
く
か
ら
輸
出
ル

ー
ト
を
持
つ
韓
中
が
量
を

維
持
し
た
一
方
、
ベ
ト
ナ

ム
な
ど
の
最
近
台
頭
し
て

き
た
第
三
極
向
け
が
振
る

わ
な
い
結
果
と
な
っ
た
。

金
額
ベ
ー
ス
で
は
、
１

９
５
億
６
５
３
２
万
円
を

計
上
。
前
月
比
２６
億
２
６

７
６
万
円
増
（
１
１
５
・

５
％
）、前
年
同
月
比
２６
億

５
９
９
０
万
円
減
（
１
１

５
・
７
％
）
と
な
っ
た
。

１
�
当
た
り
の
平
均
単
価

は
３
万
１
２
６
４
円
で
、

前
月
か
ら
７
２
１
円
安

（
９７
・
７
％
）、前
年
か
ら

２
３
２
８
円
高
（
１
０
８

％
）。付
加
価
値
が
高
い
ス

ク
ラ
ッ
プ
が
少
な
か
っ
た

た
め
、
統
計
上
は
や
や
安

値
に
触
れ
た
。も
っ
と
も
、

鉄
鉱
石
高
に
伴
う
鋼
材
値

上
げ
を
受
け
て
相
場
観
と

し
て
は
上
向
い
て
い
る
。

輸
出
先
別
の
統
計
で

は
、
第
三
極
向
け
の
減
少

が
目
立
つ
。
ま
ず
韓
国
向

け
は
２６
万
１
７
２
１
�
を

積
み
、
全
体
の
４２
％
を
占

め
た
。
前
月
比
４
５
５
６

�
増
（
１
０
１
・
８
％
）、

前
年
同
月
比
９
万
７
６
３

４
�
増
（
１
６
０
％
）。平

均
単
価
は
２
万
４
２
５
５

円
で
、
前
月
か
ら
６
４
７

円
安
（
９７
・
４
％
）
と
わ

ず
か
に
値
を
上
げ
た
。

中
国
向
け
は
１８
万
２
５

０
１
�
を
計
上
し
て
、
全

体
の
２９
％
を
占
め
、
シ
ェ

ア
２
位
を
維
持

し
た
。
前
月
比

３
万
４
７
４
９

�
増
（
１
２
３

・
５
％
）、前
年

同
月
比
で
は
５

万
４
７
６
２
�

増
（
１
４
２
・

９
％
）。平
均
単

価
は
５
万
３
７

８
円
で
、
前
月

か
ら
１
２
７
２

円
安
（
９７
・
５

％
）
だ
っ
た
。

ベ
ト
ナ
ム
向

け
は
９
万
３
３

５
５
�
。
前
月

比
１
万
９
８
７

７
�
減（
８２
・
４

％
）、前
年
同
月

比
６
万
１
１
６

２
�
減（
６０
・
４

％
）
と
減
少
幅

が
大
き
く
、
全

体
の
１２
％
と
な

る
シ
ェ
ア
３
位

に
と
ど
ま
っ
た
。
平
均
単

価
は
２
万
１
７
１
１
円
で
、

前
月
比
５８
円
安
（
９９
・
７

％
）
と
ほ
ぼ
横
ば
い
。

現
在
の
国
内
市
況
は
鉄

鉱
石
価
格
の
上
昇
な
ど
に

伴
う
世
界
的
な
ス
ク
ラ
ッ

プ
高
の
影
響
で
堅
調
に
推

移
。
も
っ
と
も
、
荷
動
き

は
鈍
く
様
子
見
気
配
が
強

く
出
て
い
る
。

第
三
極
向
け
の
不
振
顕
著

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
貿
易
統
計

国
内
需
給
引
き
締
ま
り
で

レ
ア
メ
タ
ル
商
社
の
サ

ン
ク
ト
（
本
社
・
東
京
、

今
川
信
雄
社
長
、
�
０
３

・
５
６
２
４
・
１
６
８
８
）

と
サ
ン
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
工

機
（
Ｓ
ｍ
Ｋ
、
本
社
・
名

古
屋
市
、深
井
重
貴
社
長
、

�
０
５
２
・
６
２
４
・
８

４
８
１
）
は
、
タ
ン
グ
ス

テ
ン
ス
ラ
ッ
ジ
の
再
資
源

化
事
業
で
業
務
提
携
を
開

始
し
た
。
Ｓ
ｍ
Ｋ
が
提
供

す
る
精
密
ろ
過
技
術
で
超

硬
工
具
な
ど
の
製
造
工
程

で
発
生
す
る
ス
ラ
ッ
ジ
を

高
効
率
に
回
収
し
、
サ
ン

ク
ト
が
再
生
原
料
と
し
て

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
回
収
プ

ロ
セ
ス
に
な
っ
て
い
る
。

一
般
的
に
、
超
硬
工
具

な
ど
の
研
削
加
工
時
に

は
、
ク
ー
ラ
ン
ト
液
を
簡

易
ろ
過
し
な
が
ら
循
環
使

用
す
る
。
一
方
、
加
工
時

に
発
生
し
た
ス
ラ
ッ
ジ
は

簡
易
ろ
過
で
は
回
収
し
き

れ
ず
、
加
工
機
に
付
着
し

て
作
業
の
妨
げ
に
な
る
な

ど
の
問
題
が
あ
っ
た
。
さ

ら
に
、
粒
径
が
小
さ
い
タ

ン
グ
ス
テ
ン
ス
ラ
ッ
ジ
の

ろ
過
に
は
珪
藻
土
（
シ
リ

コ
ン
）
や
パ
ル
プ
が
用
い

ら
れ
る
が
、
シ
リ
コ
ン
を

多
量
に
含
む
場
合
、
リ
サ

イ
ク
ル
が
困
難
に
な
り
、

産
業
廃
棄
物
な
ど
と
し
て

処
理
す
る
ケ
ー
ス
も
多
か

っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
Ｓ
ｍ

Ｋ
の
技
術
で

回
収
さ
れ
た

ス
ラ
ッ
ジ
は

良
質
で
リ
サ

イ
ク
ル
し
や

す
い
。

今
回
の
タ

ン
グ
ス
テ
ン

ス
ラ
ッ
ジ
の

再
資
源
化
事

業
に
は
、
▽

シ
リ
コ
ン
を

含
ま
な
い
ス

ラ
ッ
ジ
の
回

収
が
可
能
▽

直
径
３０
�
�

の
フ
ィ
ル
タ

ー
か
ら
２０
〜

３０
�
�
の
ス

ラ
ッ
ジ
を
回
収
▽
使
用
済

み
フ
ィ
ル
タ
ー
か
ら
回
収

し
た
ス
ラ
ッ
ジ
は
サ
ン
ク

ト
が
受
入
処
理
す
る
―
―

な
ど
の
特
徴
が
あ
る
。

サ
ン
ク
ト
は
静
岡
県
の

グ
ル
ー
プ
工
場
な
ど
で
タ

ン
グ
ス
テ
ン
ス
ラ
ッ
ジ
の

処
理
を
手
掛
け
、
年
間
２

４
０
０
�
の
能
力
を
持
っ

て
い
る
。
回
収
し
た
タ
ン

グ
ス
テ
ン
を
焙
焼
濃
縮
し

た
中
間
原
料
や
酸
化
物
、

炭
化
物
な
ど
顧
客
が
希
望

す
る
状
態
に
処
理
加
工
し

て
返
却
す
る
他
、
買
い
取

り
に
も
応
じ
て
い
る
。

タ
ン
グ
ス
テ
ン
系
超
硬

工
具
だ
け
で
な
く
、
高
速

度
鋼
な
ど
に
も
適
用
で
き

る
。
サ
ン
ク
ト
は
「
両
社

の
強
み
を
生
か
し
て
事
業

を
拡
大
す
る
た
め
に
業
務

提
携
し
た
」と
し
て
い
る
。

回
収
困
難
物
を
再
資
源
化

サ
ン
ク
ト
／
サ
ン
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
工
機

タ
ン
グ
ス
テ
ン
ス
ラ
ッ
ジ
対
象
に

Ｓ
ｍ
Ｋ
の
精
密
ろ
過
装
置

ろ過前�とろ過後
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